
 

第３回 武蔵村山市緑化審議会 会議録 

【会議内容】 

会議次第 

 

 

 

 

 

会議要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□議題 

 議題１ 計画のフレームと目標設定について 

 議題２ みどりの配置に関する方針について 

議題３ みどりの将来像の実現に向けた施策について 

議題４ その他 

 

議題１ 計画のフレームと目標設定について 

○審議会委員発言 ●事務局職員発言 

会長 定数の過半数以上ですので、会議に入ります。 

議題１の計画のフレームと目標設定について事務局から説明願いま

す。 

● 計画のフレームと目標設定について説明。 

会長 説明内容について質問、意見はありませんか。 

○ ごみの有料化はいつから始まるのか。有料化になると庭木の剪定枝の処

分費がかかるので、切ってしまいたいとの話がある。 

● 羽村市の例では庭木の剪定枝や落ち葉は無償です。武蔵村山市でも同様

になると思います。 

○ 住宅地内の樹木を残すためにそのようにしてほしい。 

○ 全体の人口と市街化区域内の人口がでているが、その差が市街化調整区

域内の人口ということか。 

● 市街化区域の人口データはやや古いものですが、差が調整区域内の人口

です。市街化区域人口の新しい数値がでれば更新します。 

会長 市街化区域の人口・規模の表に、全体の人口・規模も加えれば分かり

やすい。 

○ P27 で「将来人口」と「計画人口」の二つの表現がでてきている。どち

会 議 名  武蔵村山市緑化審議会（第３回） 

日  時 平成２４年 10 月 17 日（水） １4 時 0０分～１6 時 4０分  

出 席 者 

○緑化審議会委員（8 名出席） 
 宮林茂幸委員  比留間正誼委員  細岡晃委員  瀬上和恵委員 
布田傑委員  網代準一委員  高橋勇治委員 
吉野正博委員 

●事務局 
 山田建設管理担当部長 神子道路公園課長 指田公園緑地Ｇ主査 田中技師 
緑の基本計画委託業者（国際航業株式会社）谷口理意 亀島勇児 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

らかにするべきではないか。 

P28「農地や樹林地の保全し」は「「農地や樹林地を保全し」に修正する。 

「街路樹やまちなか」は読みにくいので「や」の後にスペースを入れる。 

（２）「1.50 ㎡/人」のみ、小数第 2 位になっているので他に合わせる。 

P30「ビオトープ」は後で用語説明をしているが一番最初に出てきたと

ころで用語説明の印を入れる。 

○ P29（４）の文章がわかりにくい。「学習や～」が医療施設と横田基地に

も掛かっているように読める。 

○ P27 の計画人口は「計画」をとればよいのではないか。 

● 誤字、表現の指摘は修正いたします。また、（５）その他の目標にはグ

リーンヘルパーの目標も追加する予定です。 

 

議題 2 みどりの配置に関する方針について 

会長 議題 2 みどりの配置に関する方針について事務局から説明願います。 

● みどりの配置に関する方針について説明。 

会長 説明内容について質問、意見はありませんか。 

○ 野山北公園自転車道は歩行者が多いが、この名称でよいのか。 

P35 の１拠点となるみどりの配置の多摩開墾にある「田園風景は」は表

現がおかしい。 

● 野山北公園自転車道は道路法においてもの名称で認定しているため、歩

行者は多いですが、この名称になります。また、多摩開墾には水田はあり

ませんので表現を変えます。 

会長 農村風景、または畑地景観はどうか。 

○ 野山北公園自転車道の道路認定は舗装部分のみか。 

● 幅員 4.0ｍで認定しています。舗装分の幅員は 3.0ｍなので、両側 50

㎝分も含まれます。 

○ 野山北自転車道には武蔵野の道と重なっている部分がある。カブトムシ

のシンボルマークがある部分。 

会長 サイクリング道路と散策路があることが分かるような表現にした方

がよい。 

○ P33 の地図の表現が修正されたものが見にくくなってしまったので、修

正した方がよい。 

○ P37 の地図にある都市計画公園の名称は全て入れた方がよい。 

○ P32 のレクリエーション系統に多摩開墾が入らない理由を教えてほし

い。都立公園が地図上に表現されていないがどうするのか。 

● 多摩開墾は調整区域のため、レクリエーション活用すると施設建設の可

能性もあるためはずしました。また都立公園は具体的な施策に出てきます



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ので、地図に表現するようにします。 

会長 多摩開墾もみどりの量の一部として残す意志があれば、レクリエーシ

ョンでも位置づけた方が歯止めになる。審議会としては多摩開墾は残すべ

きなので位置づけた方がよいと考える。 

P35,36 では表の並びを１，３，２にした方がよい。 

 

議題 3 みどりの将来像の実現に向けた施策について 

会長 議題３みどりの将来像に向けた施策について事務局から説明願いま

す。この章は長いので、基本方針別に分けて質疑を行います。 

● 基本方針１，基本方針２について説明。 

会長 説明内容について質問、意見はありませんか。 

○ P40 の写真名称が違う。「市立野山北公園」である。 

継続する施策「整備・活用を東京都連携して」は「東京都と連携」に修

正する。 

P48 河川水量を確保する具体的な方法な何か。 

● 誤字は修正します。河川水量が尐ない原因は水源である狭山池の水量が

尐なくなっていることです。工事費がかかりますが下水処理水を流す、瀬

切れ対策、雨水ますの設置があります。 

○ 玉川上水や野火止用水では下水処理水を活用しているが、実際にこの方

法を取り入れるのは難しい。 

会長 具体的な対策を行うことは難しいが、河川水量低下の問題を入れるこ

とで、積極的な対策をとる姿勢を表すことには意味がある。 

○ 水源のある瑞穂町でも、水源地の周辺を公園整備するなどの対策をとっ

ている。 

○ 海道緑地の用地買収はどうなっているのか。 

● 北側は公有地化されています。南側の約 30ha は現在交渉中です。 

○ P44 に関して、街路樹に花が咲く樹種にすることは議会でも質問があっ

た。8 号線ではヤナギから別の樹種に変えた経緯もある。 

修正された箇所が赤書きになっていないところがある。 

残堀川自転車道などもっとよい写真があるので、最終的にはいれかえて

ほしい。 

○ 防災農地の動きはあるのか。 

● 現在の地域防災計画には防災農地の記載はないが、各市で防災農地の指

定の動きがあり、武蔵村山市でも検討していくとのことです。 

○ 地震時の避難場所として利用することになる。 

○ 防災農地の写真が分かりにくいので、工夫してもらいたい。 

● 基本方針 3 について説明。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 説明内容について質問、意見はありませんか。 

○ P50「児童遊園」は児童福祉法の児童遊園のことか。 

開発行為における確保する緑地の割合を教えてほしい。 

P55 のイオンの緑地はかなり密集しているが管理も指導しているのか。 

● P50 の「児童遊園」は民間開発で作られた公園のことです。 

民間の開発行為では敷地面積の 6％を公園・緑地・広場をとして整備す

るように指導しています。 

イオンの緑地の維持管理はイオンに任せています。道路上にはみ出した

場合は指導を行っています。 

会長 民間指導向けの緑化マニュアル、みどりのまちづくりガイドライン作

成とあるが、市民協働の立場からも民間に対して理解する手法や仕組みを

作ることが必要である。 

● イオンの緑地の植樹は市民協働で行いました。 

会長 民間の緑地を運営していく具体的方法を書く必要がある。 

○ P49 についての情報提供。都立の丘陵公園の整備方針の諮問をした。今

後パブコメを行い整備方針を決定する。 

民有地緑化にオープンガーデンを入れた方がよい。 

○ P49 の写真がよくない。もっと手前からとるなど工夫が必要。 

P53 の 1 行目が「生徒・児童」で順番が逆である。 

P54 の国立感染症研究所は市民公開はできないのではないか。 

P55 の写真はイオンの施設を入れた方が分かりやすい。P56 のフラワ

ーポットも同様。 

P57 で漢字の緑が 2 箇所あるので修正する。 

○ 高齢者や歩けない方も車の中から街路樹のみどりを楽しんでいる。車の

中からも楽しめるようなみどりの充実も必要である。また、街路樹の樹種

選定では実のなる木やぎんなんなどの臭いのあるものは注意する必要が

ある。 

会長 街路樹は緑視率との関わりがあり視覚的な整備も重要である。また、

高齢者と緑の関わり、樹種の選定については P51 にあるワークショップ

などで反映する。誤字や写真は事務局で修正する。 

● 基本方針 4，基本方針 5 について説明。 

会長 説明内容について質問、意見はありませんか。 

○ 苗木の無料配布や募金の方法はどのように考えているか。 

現在都市緑化フェアが行われているが、市のイベントの位置づけをどう

考えているか教えてほしい。 

● 苗木を配布する場合は、東京都の関係機関と調整し、樹種を確認した後、

苗木を依頼しています。ここで、大南公園の改修に合わせて苗木の植樹を



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配付資料 

検討しています。また、基金はふるさと創生基金から始まり、公園用地の

取得等が目的となっています。 

会長 みどりのイベントはいろいろと行われている。イベントを広げていく

ためにどのように行うか整理するとよい。市民に広がらないとならない。

また、みどりの基金の募金方法として、売り上げの一部を寄附してもらう

など民間からの募金も検討したらどうか。 

○ P63 の「子供」は「子ども」に修正する。 

会長 子どもたちの関心をあげるために、「生き物博士制度」を設けてはど

うか。 

その他全体を通してあればお願いします。 

○ P48 の「事務所」は他と合わせて「事業所」とする。 

○ 第 2 回の資料の修正版が送られてきたが、P13 の緑被の推移が計算が

合っていなかった。 

● 平成 8 年の数値があっていません。これは現在の計画書の数値のまま入

れてあります。改訂を機会に平成 8 年の数値の修正を行うようにします。 

会長 第 3 回資料も事務局と会長で調整を行うようにします。何かあれば事

務局に連絡してください。 

 

議題 4  その他について 

会長 その他についての説明をお願いします。 

● 計画書の全体の構成について説明。 

● 次回 11 月 16 日は残りの章と計画書全体について審議をお願いいたし

ます。 

会長 以上でよろしいでしょうか。ありがとうございます。 

   他になければ、本日の審議会を終了いたします。 

● ありがとうございました。 

 

（１） 第３回武蔵村山市緑化審議会会議次第 

（２） 第３回緑化審議会資料 

備  考 ◆第 4 回武蔵村山市緑化審議会開催日について 

 ・平成２４年 11 月 16 日（金）14 時 403 会議室  

 


